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2011 年に血管内焼灼術（ETA）, 2019 年に血管内塞栓術（CAC）が国内で開始され, そ
れらは下肢静脈瘤の標準的治療になった. 2024 年 10 月時点, 下肢静脈瘤血管内治療認定実

施医は約 2,200 人登録され, 厚生労働省 NDB オープンデータによると, 国内で例年約 6 万

件の下肢静脈瘤治療が行われている. 治療施設には病院とクリニックがあり, 診療科は血管

外科, 心臓血管外科, 一般外科, 循環器内科など多岐に渡る. その中には, 下肢静脈瘤治療

を専門的に行っている施設と幅広い診療の一環として行う施設がある. 今回, 専門施設の役

割について検討した. 
2024 年 1～12 月の一年間に, 当院で 508 例 778 肢の下肢静脈瘤治療を施行した. その内

訳は, 伏在静脈治療 80.4%, 術後再発治療 8.9%, 不全穿通枝治療 5.3%, 静脈うっ滞性潰瘍

治療 4.5%, 硬化療法 3.3%であった. その中で 42 例（8.3%）は治療困難例として, 周辺の

静脈瘤治療施設から紹介を受けた. それらの症例はエコー検査に加えて MR Venography
を行い, 検査結果をもとに治療経験, 各種ガイドラインや患者の希望などを照らし合わせ, 
総合的に判断して術式を選択して治療を行った. 頻度の多かった治療困難例のパターンと

その治療法を紹介する. 
一般的な伏在静脈治療の短期成績は, 専門施設か否かで術後経過に大差はないと思われ

る. しかしながら, 治療困難例では幅広い知識や経験が必要であり, 専門施設で治療を行っ

た方が良いと考えられ, 今後は治療の棲み分けが進んでいくのではないかと予想される. 発
表で紹介した実際の手技はビデオシンポジウムで紹介する. 



ビデオ シンポジウム 
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【背景】2024 年 1～12 月の一年間に, 当院で 508 例 778 肢の下肢静脈瘤治療を施行した. 
その内訳は, 伏在静脈治療 80.4%, 術後再発治療 8.9%, 不全穿通枝治療 5.3%, 静脈うっ滞

性潰瘍治療 4.5%, 硬化療法 3.3%であった. その中で 42 例（8.3%）は治療困難例として, 
周辺の静脈瘤治療施設から紹介を受けた. それらの症例はエコー検査に加えて MR 
Venography を行い, 検査結果をもとに治療経験, 各種ガイドラインや患者の希望などを照

らし合わせ, 総合的に判断して術式を選択して治療を行った. その中で頻度の多かった治療

困難例のパターンとその治療法を動画で紹介する. 
【症例】症例 1: 小伏在静脈治療後, 小伏在静脈膝窩静脈接合部（SPJ）から穿通枝を介し

た再発症例. 症例 2: 潰瘍周囲に不全穿通枝を伴った潰瘍再発を繰り返す症例. 症例 3: 伏
在静脈不全を伴わない不全穿通枝の症例. 症例 4: 不全穿通枝に伴走する動脈を伴った症

例. 症例 5: 血管内塞栓術, 焼灼術を施行後に再発を繰り返した症例. 












